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□ n n □ 


本マニュアルは 、 CASSIOPEIA FIVA MPC -701 リカバリー CD - ROM を使用したシステムの再構築に関するものです。 
(な下 、 「CASSIOPEIA FIVA MPC -701」 を単に 「 FIVA 」、 「システムの再構築」を「リカバリー」と記載します。） 

本資料では、な下の内容が記載されています。 

• 1章：リカバリーの前準備 
. 2章：リカバリーの概要 

• 3 章：リ カノく リー 

. 4章： FIVA 固有データのインストール 

• 5章： BIOS の初期化 

尚、リカバリーの手順については、 

1 . 未使用（が品）、もしくは完全フォ' —マットしても良い。 

2 .カシオ出荷時と近し、状態のシステム構成を構築。 

を前程とした内容となっています。 

※記載した手順でリカバリーを行う事で、 カシオ出巧時に近い状態 に戻す事ができます。 

(カシオ出荷時と完全に同じ内容にする事はできません。あらかじめご了承ください。） 

※ドライバについては推奨のインストール手順を記載しています。記載した順番でインストールを行う事で、 
続く作業が簡単になります。 
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MPC -701 リカバリー マニュアル 
< 本义 > 


1 .□□□□□□□□□ 

リカバリー実施前に、な下の準備と設定が必要になります。 


デバイスおよび CD - ROM の準備 

1. CASSIOPEIA FIVA MPC -701 リカバリー CD-ROM 

2. Microsoft Windows 2000 SP 2 CD-ROM 

3. CD-ROM ドライブ （ MPC -142 CDD 2) 

4. USB キーボード 

日. U 沈マウス（必須ではありませんが、用意していただくと便利になります。） 

BIOS の設定 

1 .BIOS 設定 ： PCMCIA BOOT = Enable 


2. DDDDDDDD 


リカバリー作業の概略手順を示します。 


□ □ 

□ □ 

□ □□□□回 CDRCM 

1 

册の 基礎構築レく ー テ イシヨン 生成， フォーマット， FIVA 
固有ドライバの册へのコピー〈オプシヨン〉） 

リカバリー CD-ROM 

2 

ユーザー バックアップシステムのインストール 

リカバリー CD-ROM 

3 

Windows 2000のインスト'ール 

Microsoft Windows 2000 CD-R 伽 

4 

FIVA 固有ドライバのインストール 

リカバリ ー CD-ROM (もしくは皿） 

5 

FIVA 用 アプリケーシヨンのインストール 

リカバリー CD-ROM 


^上記手順の4、日は Administrator 権限で巧ってください。 
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3 . □□□□□ 

3 .L の□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

本章は、カシオ出荷時と同じパーティション構成にする場合に必要な処理です。皿のパーティション構成を 
カシオ出荷時とは異なる構成にする場合は、本章の処理は不要となります。その場合、パーティションの生成 
やフォーマットなどは、各々別手段にて行う必要があります。 

1 . リカバリ ー CD - ROM を CD - ROM ドライブにセットし、 FIVA 本体に CD - ROM ドライブを接続します。 

2. FIVA の電源を入れます。リカバリー CD - ROM から起動し、リカバリーのメインメニューがま示されます。 


□ □□□ 0 0 0 0 0 D 0 ======== 

(1) □□□□□□□□□□□□□□□[]□[]□□[] □□□□□□□□□□□回 

( 2 ) □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

(9)(1)(2) □□日 
( 0 ) □□□□□□□ 


3. 「（1)ハードディスクの初期化と…」を選択します。 

皿の初期化が開始される事を警告するメッ七ージがま示されます。 


□□□□□□□回 

□ □□□□□□ □□□□□□□□□中 □□□□□□□□□□□□□□[] □□□□中 

0000000000000000000000000000 

□□□□□□□□□□ 

0 0 0 0 0 0 0 [1：0 0 〇:〇 0 0 ] 


「1:はい」を選択します。 

※パーティション構成がカシオ出荷時と同じ場合は、「(2)保守領域へのユーザー…」処理が可能です。 
4. ハードディスクの初期化レくーテイシヨンの確保とフォーマット）が開始されます。 



5. ユーザーバックアップシステムのインストールが開始されます。 



◎ 2002 CASIO COMPUT 邸 CO . , LTD..All right reserved 




























版 

:第 1 版 

頁 

: 3/13 


CASIO 


MPC-701 リカバリーマニュアル 
く本文 > 


目. FIVA 固有ドライバを册の ユーザー 領域 （ D ドライブ）に コピーし ます。 

□ n □ n n fivad □□□□□□□[]□□□□□□[]□[]□□[][]□[]□□[]□□ 

□ □□n 田 □□□[]□□□□[]□□□□□□□□□□□□□[]□□□□□[] 

FIVAD□□□□□□□ □□□□□□□□□[1: □ 日 o ： Dnn] 

「1:はい」を選択します。 

《「目. FIVA 固有ドライバを…」はスキップする事が可能ですが、この攝面で册にドライバをコピーして 
おくと、後に化ドライバをインストールする場面で、リカバリー CD - ROM を使用せずにインストールで 
きます。ドライバを刪にコピーした場合は、ドライバのインストールが完了するまで、ユーザー領域を 
クリア（フホーマット）しないで下さい。 

自動的に再起動し、ドライバのコピーが開始されます。 

fivao □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

DDDDDDDDDn 


7. Windows 2000をインスト^ールします。 

□ □□[]□ Wndovc 2000 n □□□□□□□□□□□□□□□[] 

Wndovc 2000 n □□□□[]□□[][]□[][]□ [1 ：D D 0 ：D D D ] 

「1:はい」を選択します。 

□ nan の RCMD □□□□□□ □□□□中 Mcrosoft Wndo 地2000 D □□□□[] 
の阔 

DnnnnDDnn wndo 地 2000 □□□[]□□[]□□[]□□□□□ 


CD-ROM ドライブからリカバリー CD-ROM を取り出し、 Windows 2000 CD-ROM をセットします。 

が•上で、リカバリー CD-ROM による「邮の基礎構築およびユーザーバックアップシステムのインストール」は完了 
です。 [ Return ] キーを押下すると、弓 I き続いて Windows 2000 のインストールが開始されます。（次章を参照。） 
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MPC -701 リカバリーマニュアル 
< 本义 > 


3.2. Wndow 2000 □□□□□□ □ 



Windows 2000セットアップ.ウイザードが開始されます。な下、画面の指示に従って操作していきます。 
※ここからの操作には、 USB キーボードが必要となります。 



Wr 与啤_2(]〇0巧が辟 ior 与日 nilll 口!！ 

□ □□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□a McrosaftRWrrtv® 2000 (巧 □ 

□ □□□□□□□□□□□□□[]□ 

□ Wrrtovffi 2000 □ □□□□ □□□□□□□□□□ 的 er□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□ wn±v®2ooon nnnnDDDRDnnnnDDDnnn 

□ Wn ± yffi 2000 D □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 剛〇 

□□□□□□□□ 


[ Bter 甘 Q 民甘!] FSfln 


[ Enter ] キーを押します。 
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MPC-701 リカバリー マニュアル 
< 本义 > 


W 咖 _?^卽且 cmnaci 

Mcrc6aft(R Wrrtai«(R 2000 R^ofessi onal 

□□□□□□□□□□ 

DDDDDDD 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 


[ F 8] キーを 押します。 

r 剛 □□□□ 欧刖 □ □□□ F^^^^Dpnn _ ] 


Wncfcvfi 2000 R-afssi crei 口 DJlIl 口口 


nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn 

DDDDDDD 

DDDODDD □ 脱 □□ 日 □□□□ 日 □□□ 

□ □□□□□ □ の！ □□□□□□□□□ 

IS nn DDDDDDDDDDDD 


USB キーボードの [半/全] キーを 押します。 


Wncfcwfi 2000 R-afssi crei 口口。！!口 fl 


□ □□日日日日日日□□日日日□□日 

1 巧 aperese Inboard (I nd uce rg 峨 
□ □□□□□□□ ( 丫 /N 


[ Y ] キーを 押します。 


w [与碑 .2 ffio _ けがを非が_ 口口 nil ロロ， 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□[]□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□ Wndcvfi 200 on □□□□□□□□□□ 
BternDDOnDDDDDn 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回の □□□□□□[]□□□ 

□ □□□□□□□□□□□日日□□□□□□の□□□□□□□□回 



Bter ち且且且且リ的 nnnnnnmi f ち in 


「 C : FAT 32 を選択し皮 nter ] キーを押します。 
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MPC -701 リカバリー マニュアル 
< 本义> 


W [ 与啤 .2000 巧がを非が _ 口 □ J1I1 口口 - 

な )78 间[]回 Old の □□ 〇ま苹 i □□□□□□□□□□ 

C FAG2 5005 1^®( 側 

□ WndDVffi 2000 □ □□□□□[]□□□□ 

□ □□□□□□□ □□□□□□[]□□[] □□□□□□ 的 er □□□□回 

DODDD 

Wn±v®2000D □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□«：□□□ 

□□□□□□□□ 

NTFSD □□□□□□□ □□□□□□□□□□[]□□□□□□□□ 

FAI32D □□□□□□[]□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□ INFS □□日 _ 


I 叫 □日日日日日日日日日日日日日日日日日日□日 □ 


Bter 审 n 広审 nnn 


「現在の…」を選択し脑 ter ] キーを押します。 
《「現在のファイル...」の選択は推奨であり、 
必須ではありません。 


WrxtoirtB 2 CXX ) 巧が 毎 si or 与_ ロロ。且口口_ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□回 


[的がち！！ SC 审 nnn 


[ Enter ] キーを押します。 


W! 与碑_華 PQ 甘が_辟_1夕与_日口 Q 口口， 

Wrttovffi 2000 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
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Wi 与碑_華 PQ J ? ザ_辟_1夕与_ Q 口 Q 口口， 

Wn ± vffi 2000 n □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


Wi 与碑 _2000 甘み 辟 j _す 与_ 口！！ □_ Q 口口， 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□的が圓 □□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 



[ Enter ] キーを押します。 
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MPC -701 リカバリー マニュアル 
< 本义 > 


上記画面に引き続き 

. デバイスのインストール 
-地域と言語 

•ソフ トウ 卫ァの個人用設定 
• プロダクトキー 

. コンピュータ 《と Administrator の パスワード 
-日付と時刻の設定 

と設を画面がま示されていきます。 


3. 各情報の設をが最後まで完了すると Windows 2000 のセットアップは完了です。 


再び再起動して Windows 2000 が起動します。 
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4 . fivadDDDDDDDDDDD 

4.1 FIVAD DDDDDDDDDDDD 

Windows 2000の七ットアップに引き続き、 FIVA 固有のドライバをインストールします。 

な下、推奨するドライバのインストール順番で記載しております。記載した順番でインストールを行う事で後 
に続く作業が簡単になります。 

※ドライバはリカバリー CD - ROM に搭載されていますが、「3-1皿基礎構築」- 「6. FIVA 固有ドライバを'''」で 
"はい"を選択した場合は册にもを在します。皿にドライバが存在する場合は、こちらのデータを使用す 
る事でインストール効率が高まります。 

インストール1:タッチパネルドライバのインストール 

(1) ドライバのインストール 

タッチパネルドライバはインストーラが存在しません。[デバイスマネージャ]を起動し、手動でインスト 
ールを実行して下さい。インストールホをの詳細については、リカバリー CD - ROM に添付されているタッチ 
パネルドライバ Readme , txt を参照して下さい。 

(2) 右クリ ックツールの 登録 

タップで右クリックが出来るように設定します。 

[コン トロールパネル]- [タッチ パネル]- [タッチ 動作] タブ-[右クリック 機能] を ON にします。 

(3) 座標データ転送速度の設を 
座標データ転送速度を'変更します。 

[コントロール パネル]-[タッチパネル]-[タッチ動作]タブ-[座標データの転送违度]を5一 2にします。 
※上記 （1)(2) の処理完了後は、操作全般が画面上で行えるようになります。 

インストール2 :ビデオドライバのインストール 

ビデオドライバはインストーラが存在します。 Set 叩. exe を起動し、セットアップウィザードの指示に従って 
インストールを実行して下さい。再起動後、「画面のプロパティ」で 
[画面の色 ]= HighColor 16 bit / [画面の情報]= 800 X 600 
に設定して下さい。 

※再起動直後はタップポイントがずれますが、「画面のプロパティ」での設定後は正常になります。 

インストール3 :任意のドライバのインストール 

な後、特に推奨するドライバのインストール順番は存在しません。 
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※ドライバによってはインストール後に再起動を必要とするものがあります。この様なドライバの場合、 
通常「直ぐに再起動する」「後で再起動する」の選択画面になりますが、「直ぐに再起動する」を選択 
する様にして下さい。インストールの際に一時ファイルが生成されますが、これらが他のドライバもしく 
はアプリケーションのインストールに影響を及ぼす可能性があります。 

※搭載されているドライバについては、リカバリー CD-ROM のルートデイレクトリに添付されている Readme 
.txt を参照して下さい。また、各ドライバのディレクトリ下にも Readme , txt が添付されています。 

nnnn n n 


□ □回 

□□□□□凹 

DDDDDDDD 

□ □□□□日 

ホーディホ 

AUDIO 

イ ンス トーラー 

Setup.exe 

バーコー ドリ ー ダ 

BCR 

手動 

CFL 曰 ser. inf 

本体テンキー 

CasKeybd 

イ ンス トーラー 

Setup, exe 

CD-ROM 

CD—ROM 

手動 

UJDB130C. INF 

DVD-ROM 

DVD R0M 

手動 

DU016W2K. INF 、 DU032W2K. INF 

ホ外線 

FIR 

イ ンス トーラー 

Setup.exe 

Mini-IDE 

IDE 

イ ンス トーラー 

Setup.exe 

LAN 

LAN 

イ ンス トーラー 

Setup, exe 

モデム 

MODEM 

イ ンス トーラー 

Setup, exe 

PENTAX 製プリンタ 

PB300 

手動 

フ アイルを 解凍 後 PocketBook300. inf 

PCMCIA 

PCMCIA 

手動 

TICB2K. INF 

CASIO 製プリンタ 

PRIN 咒民 

一 

一 

• CP 8000 

- CFLE 8000 

手動 

CP80NT5. INF 

• N4 614 

-N4 614 

手動 

CPS4NT5. INF 

• N 日 

-N5 

手動 

CPN5NT5. INF 

タツチパネル 

TP 

手動 

FIDMOUS. INF 

USB2. 0 

USB20 

手動 

USB2. INF 

ビデオ 

VIDEO 

イ ンス トーラー 

Setup, exe 


「インストール形態」が"手動"の場合、な下のホ法でドライバのインストールを行ってください。 

(1) 手動で[デバイスマネージャ]を起動し、「ドライバの更新」を実行し、該当の*. inf ファイルを指をする。 

(2) デバイスを初めて装着した場合は自動認識 ( Plug & Play ) されるので、該当の*. inf ファイルを指定する。 

「インストール形態」が"インストーラー"の場合、 Setup , exe をダブルクリックし、画面の指示に従ってイ 
ンストールして下さい。 
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4.2. FIVADDDDDDDDDDDDDDDD 

FIVA 固有ドライバのインストールに引き続き、 FIVA 固有のアプリケーションをインストールします。 
特に推奨するアプリケーシヨンのインストール順番は存在しません。 


アプリケーションー覧 


DDDDDDDD 

DDDDDDD 

DDDDDDDD 

DDDDDDD 

モバイルコクピットの 

MC3 

インストーラー 

Setup, exe 

バッテリー 情報 ッール 

Battinfo 

インストーラー 

Setup, exe 

手書き ッール 

PenTool 

インストーラー 

Setup, exe 

状態レポートッール 

Report 

インストーラー 

Setup, exe 

180 度回転ッール 

Rotate 

インストーラー 

Setup, exe 

册バージヨンツール 

HDVer 

インストーラー 

Setup.exe 

右クリックアイコンツール 

RBIcon 

インストーラー 

RBIcon. exe 

パー テ イシヨン 変更 ツール 

RegChg 

インストーラー 

RegChg2. exe 

壁紙 

WallPP 

インストーラー 

Setup, exe 

ァクロバットリーダー 5.0 

AcroRead 

インストーラー 

ar 500 jpn. exe 

Microsoft IE 日.日 SP1 

IE55SP1 

インストーラー 

Setup.exe 

Microsoft セキュリティアッ/テ、’-卜 

W2K SRP1 

インストーラー 

W2KSP2J. exe 

Microsoft ホットフィックス 

MSHotFix 

インストーラー 

Q 25279 _1.exe 


※アプリケーションを再インストールする場合は、インストールするアプリケーションを終了してから行ってください。 

<0 D > □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□問 

リカバリー CD - ROM に添付されているドライバおよびアプリケーションのインストールにおいて、インストール 
シールドを使用してインストールが行われる （ setup , exe 等の実行）場合、既にインストールが完了（インス 
卜ールされているバージョンに無関係）していると、 インストールではなくアンインストールを実行するもの 
があります。 これは、上書きインストールによるデータの更新ミスを回避するための動作です。 

アンインストールを回避するには、な下の処理でザ応してください。 

(1) アンインストール前にメッセージが表示されますので、ここで「キャンセル」を選択してインストール 
処理を中止する。 

に）続いて、インストール前に手動でドライバもしくはソフトウェアをアンインストールする。 

※アンインストー ルを実行してしまっても、再度 インストー ルを実行すれば、問題な く 更新を行うことができます。 
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5. BIOS D D D D 

リカバリー実施前に BIOS 設定を PCMCIA BOOT = Enable としましたのでこれを元に戻します。 
BIOS 設定 ： PCMCIA BOOT = Disable 

※念のため、 BIOS 設定にて "Load Setup Defaults " を実行する事をお奨め致します。 
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